




研究目的

　厚生省統計情報部は昭和 50 年度の「人口動態社会経済面調査」として「複

産」調査を実施した。この調査は A 調査と B 調査の 2 種類から成っており,そ

の概要は同情報部の刊行 1)に掲載されている。A 調査は昭和 49 年中日本全国

で発生した出生および死産を対象とし,国籍が日本である多胎児(25,192 児)に

ついて調査したものである。一方,B 調査は A 調査の対象のうち,昭和 49 年 1

月から同年 6月までに出産した母のいる世帯について行なわれたものである。

B調査の回収数は 4,361 世帯である。


